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1 出血性梗塞を発症した妊婦の1例

鈴木 簡明 ･富川 勝

刈羽郡総合病院脳神経外科

症例は34歳,女性.左利き.初産婦であり10

数年間不妊が続いていた.妊娠9週境より強い頭

痛が続き,意識障害 ･右片麻棒が出現したため救

急搬送された.CTで左側頭葉から頭頂葉にかけ

て出血性梗塞をみとめ切迫ヘルニアの状態であ

った MRIで左S状静脈洞に血栓像をみとめ,静

脈洞血栓症による静脈性梗塞が考えられた.緊意

外減圧術を施行した.術後の採血でプロテインS

活性350/a(正常値60-150),プロテインS遊離

型抗原量73% 腫 常値60-150)であり,プロテ

インS欠乏症による静脈洞血栓症が考えられた.

術後はヘパリンによる抗凝固療法を開始した リ

ハビリテーションにより右片麻輝は改善,ゲルス

トマン様の失語,失算朱書を軽度みとめた.経過

中に頭痛堰吐,感覚性失語が出現,CTで右急性

硬膜下血腫が出現しており,血栓症との関連も考

慮して脳血管造影を施行した.動脈系に異常をみ

とめず,左横静脈洞はほぼ閉塞したままであり,

右横静脈洞に一部血栓橡が疑われた.開頭血腫除

去術と同時に頭蓋形成術を施行した 出血源は明

らかではなかった.術後,症状は改善を鼻とめり

451

ハビ リテ-ションを継続した.産婦人科へ転科と

なり,妊娠38遇削 二帝王切開術を施行,児を無

事出産した.出産後はワ-プアリンの内服を開始

した.啓発はみとめていない.プロテインSはビ

タミンK依存性タンパクであり,活性化プロテイ

ンCの補酵素として働くことで第Va,Ⅶa因子

を不活性化して凝固阻止に働くが,プロテインS

欠乏症ではそれがうまく働かないために血栓症

を引き起こす.先天性プロテインS欠乏症は常染

色体優性遺伝であり,約2万人に1人の割合でみ

られるとの報告がある.妊娠や経口避妊薬,外傷

など凝固系を賦活化させる誘因で血栓症を発症

することが多く,本症例では妊娠が誘因となって

脳静脈洞血栓症を発症した.

2 外傷性内頚動脈前壁動脈癌破裂によるクモ膜

下出血の 1例

吉田 雄一 ,恩田 漕 ･本多 拓

渡避幸之助 ･新井 弘之

新潟脳外科病院脳神経外科

症例は72歳,男性.2010年 9月ま4日ヘルメッ

トを装着してバイクを運転していたところ,後方

からダンプカ-に追突されて転倒し,右半身を打

像 9月25日朝後頭部の痛みで目覚め,同胃当院

を受診した,来院時,意識清明,頭痛を訴えるが

神経学的には異常なし.MRIでクモ膜 下出血と両

側前頭葉に脳挫傷と思われる病変を認めた.クモ

膜下出血は左内頚動脈噴部-シルヴイウス裂を

中心に分布.MRAでは左内頚動脈前壁に動脈痛

様陰影を認めた.発症後6時間以上経過するのを

待ち,血管撮影を施行.左内頚動脈前壁に長径

3.7mm,高さ0.7mmの隆起を確認した.病歴,ク

モ膜下出血の分布,血管掻影所見から外傷性内頚

動脈前壁動脈痛の破裂と考え,緊急手術を施行,

クモ膜 下血腫を慎重に除去 しながら内頚動脈前

壁に至り,動脈痛に少量の血腫が付着した状態で

内頚動脈の全周を露出した.次いでBemsheetを

用いたclippingonwrappingを行った.術後合併

症はなく,血管撮影で動脈痛の縮小を確認.患者

は独歩にて退院した.


